
山

の理由

ら ら

力

当たつ

された。

いても，それ

3 このよう らであ

よる ること 々

し， することができる生徒を育てていきたいと考え 9

研

今

J

1

み

る

立

よる

ら り んでいる「 教 9 領域を しての 動の り組

り みや研 。〉 して さらに め

Q 

。〉 め，初 会主 「 J を

授
ちm

wつ また P 初任 夜〕 が所 る、時制踏まえ

合った。

臼
H

力 a 判断力 e 力等を育てることであるむ山梨北中生の

制 55・



課題点を

できる生徒J

して「様々な状況や場

研究tでめざす生徒

応じ， 切 半Ij

め

明・論述・討論・

そして，教科

各学年指導研究

「受信→思考→発信Jの過

認を行ったむ

に取り組むこととした O

り組み内容J， 

討した G また

で行うという基本的な考え方の

のための「

日提出する

ートタイム). 

ち イコ

度

た。

直成

工

( 1 )生徒の

( 2) 3 

の取り

( 3 )自

アン

dコ「

より

加につ

( 4 ) 

でき~。
し1 き， 活動

こなった

の r-@I分から進んで

中学校診断調

保

昨年

の

が，

の

がった O 自主学ノートが，

っていると考えられる c

化の I~lJ北サポートタイム j は，

から直接指

じている生徒

できる 5寺関とし

( 5 ) はじめのうちは

内で

き切れない生徒も

き切れる生徒が増えて

いっ

ファイノレJの取り

有意義なものとなった。

の資料と

2 

( 1 ) を め， 一丸となって， とも 会句 ち むことで芳 徒

の -判断力@表 カ の向上

( 2 ) 

を伸 して がある G

( 3 ) 科関の や研究の るととも 2 あるいは学

間の働きかけ(柁 作 )をより効果 用し し1と えて!

( 4 ) 力向上の取り みについて 7 る 度の成 均三 られ ので、ーさ

ら よりよい取り組みを自 し，研 を ていき し三 Q 

(研究

-56 -


